
キーワード：
Keywords:

アイスコアに含まれる花粉を利用した植物種の古代ゲノム解析の可能性
Potential of paleogenomics on plant species by using pollen in ice cores
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氷河から見つかる花粉は、他の堆積物試料から見つかる花粉と異なり、細胞内物質（原形質）を残存している
ものが多い。氷河中の花粉をDNA分析しその遺伝情報が得られれば、花粉を種レベルで同定したり、遺伝的多様
性の解析が可能となる。そしてそれはアイスコアから過去の植生変遷や森林生態系を古気候・古環境と関連づ
けて議論できることになる。そこで本研究では、全ゲノム増幅法を用いて、試料に含まれるマツ属花粉1粒ずつ
から遺伝情報の取得を試みた。花粉試料は、ロシア・アルタイ山脈にあるベルーハ氷河にて、2003年夏に採取
したピット試料とアイスコアに含まれていたマツ属花粉を用いた。花粉は1.8-1.9 m深と45.3-45.9
m深、101.5-101.7 m深から集められ、それぞれ2002年、1923年、1600年代に氷河上に沈着したものと考えられ
た。分析の結果、暫定的な値であるが、塩基配列の取得成功率は2002年の花粉が24%（n=21）、1923年のものは
13%（n=68）、1600年代のものは26%（n=19）であった。
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